
２
０
２
２
年
２
月
24
日
（
木
）
、

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

ロ
シ
ア
系
住
民
の
保
護
を
名
目

と
し
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
略

を
開
始
し
ま
し
た
。
東
京
土
建

は
３
月
１
日
（
火
）
に
ロ
シ
ア
・

プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
声
明
を

出
し
、
行
動
提
起
を
行
い
ま
し

た
。
新
宿
支
部
は
そ
れ
に
伴
い

３
月
５
日
（
土
）
に
み
ん
な
の

新
宿
を
つ
く
る
会
と
し
て
宣
伝

行
動
を
緊
急
開

催
し
、
支
部
か

ら
８
人
、
他
団

体

18
人
の
総

勢

26
人
で
高

田
馬
場
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
デ

モ
を
行
い
、
急
遽
同
じ
場
所
で

共
に
宣
伝
を
行
な
っ
た
東
京
の

う
た
ご
え
協
議
会
の
方
々
と
、

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
芸
術
協
会
の

方
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
が

通
り
に
響
き
渡
る
中
、
ロ
シ
ア

大
使
館
へ
抗
議
文
を
送
る
用
紙

を
配
り
ま
し
た
。

２
月
28
日
（
月
）
18
時
30

分
よ
り
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京
に
お

い
て
、
み
ん
な
の
新
宿
を
つ
く

る
会
と
し
て
改
憲
阻
止
憲
法
学

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
対
策

と
し
て
、
東
京
土
建
新
宿
支
部

は
支
部
会
館
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
参
加
と
い
う
形
を
と
り
、

８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京

法
律
事
務
所
所
属
の
弁
護
士

本
間
耕
三
先
生
を
講
師
と
し
て

１
時
間
余
り
の
講
演
が
行
わ
れ
、

直
前
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
も
絡
め
た
大

変
内
容
の
濃
い
学
習
会
と
な
り
、

参
加
者
は
一
様
に
真
剣
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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【
早
春
の

梅
香
を
運
ぶ

東
風
豊
か
】

【
コ
ロ
ナ
禍
で

相
棒
の
病
で

ツ
マカ

ッ
プ
麺
】

岸
田
首
相
の
言
っ

て
い
る
「
新
し
い

資
本
主
義
」
「
新
自
由
主
義
」

「
成
長
」
「
賃
上
げ
」
「
減
税
」

と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
格

差
」
「
貧
困
」
は
置
い
て
け
ぼ
り

で
殆
ど
報
道
さ
れ
て
い
な
い
で
す

よ
ね
▼
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

長
期
化
に
よ
り
、
貧
困
は
拡
大
す

る
一
方
で
す
。
非
正
規
雇
用
で
、

も
と
も
と
弱
い
立
場
に
い
た
人
が

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
し
て
路
上

に
投
げ
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
日
本
の
生
活
保
護
は
海
外
と

比
べ
て
当
然
の
権
利
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の

貧
困
は
、
一
度
落
ち
て
し
ま
う
と

抜
け
出
す
の
が
困
難
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
▼
憲
法

25
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
」
を
営
む
こ
と
は
、

す
べ
て
の
日
本
国
民
の
権
利
で
す
。

「
子
育
て
は
贅
沢
な
も
の
」
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
状
態
は
、
国
と
し
て
、

政
治
と
し
て
の
怠
慢
に
他
あ
り
ま

せ
ん
▼
今
後
明
る
い
世
の
中
を
つ

く
る
た
め
に
も
、
来
る
参
議
院
議

員
選
挙
に
は
が
ん
ば
っ
て
政
治
を

変
え
る
こ
と
。
こ
れ
が
第
一
の
議

題
と
思
う
。
憲
法
変
え
ず
に
政
治

を
変
え
よ
う
。

【
落
合
西
分
会

佐
藤

金
三
】

し ん じ ゅ く

（１）

●ご相談ください●
税金・法律・経営・

不払い・融資・労働

・コロナ・生活
まずは支部へ電話でご連

絡ください。

憲法学習会の様子
土建はＷＥＢから参加

～
２
面
に
続
く
～ウクライナ侵略に抗議する声明文

３月５日（土）高田馬場駅前で



反
し
て
い
ま
す

二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
て
、

も
う
人
類
は
戦
争
し
て
は
い
け

な
い
と
誓
約
し
た
の
が
国
連
憲

章
で
す
。
国
連
憲
章
は
大
小
を

問
わ
ず
各
国
の
主
権
、
領
土
の

一
体
性
（
領
土
保
全
）
を
尊
重

す
る
。
そ
れ
を
侵
す
武
力
に
よ

る
威
嚇
や
武
力
の
行
使
は
原
則

禁
止
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。
こ
の
国
連
憲
章
に
基

づ
く
平
和
の
秩
序
が
根
底
か
ら

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
国
に

よ
る
個
別
の
軍
事
的
対
応
が
認

め
ら
れ
る
の
は
、
自
衛
反
撃
の

場
合
だ
け
で
す
。
現
在
の
事
態

で
自
衛
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る

の
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
で
す
。
ロ

シ
ア
の
理
不
尽
な
侵
略
に
対
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
命
が
け
の

抵
抗
を
続
け
て
い
ま
す
。
国
際

社
会
が
協
調
し
て
ロ
シ
ア
へ
の

効
果
的
な
経
済
制
裁
を
行
う
事

は
必
要
な
措
置
で
す
。

た
く
成
り
立
ち
ま
せ
ん

プ
ー
チ
ン
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
正
当
化
の
た
め
、
北
大
西

洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の

脅
威
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
が
２
月

に
承
認
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部

ド
ン
バ
ス
地
方
２
地
域
か
ら
要

請
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ

ア
の
一
部
で
独
立
国
で
は
な
い

な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
い
ず
れ
も
、
国
連
憲
章

違
反
の
侵
略
戦
争
を
正
当
化
す

る
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
非
加
盟

で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
派
兵
し
て
い
ま
せ
ん
。
「
ド

ン
バ
ス
地
方
の
要
請
」
に
つ
い

て
い
え
ば
、
他
国
の
１
部
を
独

立
国
だ
と
勝
手
に
認
め
る
こ
と

自
体
が
国
連
憲
章
違
反
で
す
。

そ
こ
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
は
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
１
９
９
１
年
、
92
％
の
国

民
の
賛
成
で
独
立
し
ま
し
た
。

独
立
国
の
針
路
を
決
め
る
の
は
、

そ
の
国
の
国
民
で
す
。

プ
ー
チ
ン
氏
は
核
兵
器

今
プ
ー
チ
ン
氏
は
２
月
24
日
、

「
今
日
の
ロ
シ
ア
は
依
然
、
世

界
最
強
の
核
兵
器
国
の
一
つ
だ
」

と
演
説
し
、
攻
撃
さ
れ
れ
ば
核

兵
器
で
応
え
る
と
示
唆
。
27
日

に
は
核
戦
力
を
念
頭
に
「
ロ
シ

ア
軍
の
抑
止
戦
力
を
特
別
戦
闘

任
務
態
勢
に
置
く
」
よ
う
命
令

し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
は
ソ
連
崩

壊
後
も
世
界
最
多
の
約
６
，
０

０
０
発
以
上
の
核
兵
器
を
保
有

し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
基
づ
く
核
兵
器
全
面
禁
止

が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

、

賛
成
多
数
で
採
択

１
９
３
の
国
連
加
盟
国
が
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
議

論
し
ま
し
た
が
、
常
任
理
事
国

の
ロ
シ
ア
が
協
議
を
拒
否
し
た

た
め
、
ロ
シ
ア
非
難
決
議
は
採

択
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
保
理
が
機
能
し
な
い
と
き

は
国
連
総
会
を
開
き
「
軍
隊
の

使
用
」
を
含
む
集
団
的
措
置
を

取
る
と
し
た
１
９
５
０
年
の

「
平
和
の
た
め
の
結
集
」
決
議

に
基
づ
き
、
国
連
総
会
の
緊
急

特
別
会
合
が
２
月
28
日
（
月
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で

始
ま
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
ロ

シ
ア
を
非
難
し
、
軍
の
即
時
撤

退
な
ど
を
求
め
る
決
議
案
が
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
案
に
は
欧
米
や
日
本
な
ど

合
わ
せ
て
１
４
１
カ
国
が
賛
成

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
巡
る

ロ
シ
ア
の
国
際
的
な
孤
立
が
い
っ

そ
う
際
立
つ
形
と
な
り
ま
し
た
。

る
に
は
？

ロ
シ
ア
の
理
不
尽
な
侵
略
に

対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
命

が
け
の
抵
抗
を
続
け
て
い
ま
す
。

国
際
社
会
が
協
調
し
て
の
ロ
シ

ア
へ
の
効
果
的
な
経
済
制
裁
は

必
要
で
す
。
ま
た
、
世
界
中
で
、

ロ
シ
ア
国
内
で
も
「
ロ
シ
ア
は

侵
略
を
や
め
よ
」
と
い
う
民
意

が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
、

何
よ
り
重
要
な
の
は
、
「
ロ
シ

ア
は
侵
略
を
や
め
よ
」
「
国
連

憲
章
を
守
れ
」
の
一
点
で
声
を

上
げ
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で

す
。プ

ー
チ
ン
大
統
領
の
批
判
派

は
以
前
か
ら
殺
人
を
含
む
弾
圧

を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ロ
シ

ア
で
も
、
今
回
の
大
義
の
無
い

侵
略
戦
争
に
対
し
、
反
戦
デ
モ

が
全
土
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
専
制
国
家
も
、
国
民
の

支
持
が
無
け
れ
ば
戦
争
は
続
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

東
京
土
建
は
結
成
以
来
、

し
て
き
ま
し
た

私
た
ち
、
東
京
土
建
は
結
成

以
来
、
憲
法
を
守
り
、
あ
ら
ゆ

る
戦
争
を
否
定
し
て
き
ま
し
た
。

「
平
和
で
な
け
れ
ば
建
設
業
は

成
り
立
た
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
平
和
を
願
う
世
界
中
の

市
民
と
連
帯
し
、
ロ
シ
ア
プ
ー

チ
ン
政
権
に
よ
る
侵
略
戦
争
に

抗
議
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
刻

も
早
く
や
め
さ
せ
る
た
め
、
支

部
、
地
域
で
の
集
会
、
街
頭
宣

伝
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
デ
モ
な

ど
、
緊
急
に
行
動
を
提
起
し
て

い
き
ま
す
。

２０２２年３月１０日(木曜日) し ん じ ゅ く 第７２５号

（２）

ロシア大使館への抗議文へ
の参加を求めて街頭に

東京のうたごえ協議会の方々の合唱と、日
本ウクライナ芸術協会バイオリニストによ
るウクライナ国家が通りに響き渡りました



確
定
申
告
相
談

会
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

予
防
対
策
を
行
い

な
が
ら
相
談
活
動

に
対
応
し
て
い
ま

す
。個

人
の
２
０
２

１
年
度
確
定
申
告

は
、
所
得
税
３
月

15
日
（
火
）
、
消

費
税
は
３
月
31
日

（
木
）
ま
で
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
期
限
ま
で
の

申
告
が
難
し
い
場

合
は
、
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
と
な

り
ま
す
。

申
告
す
る
際
に

は
、
余
白
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
申
告
・

納
付
期
限
延
長
申

請
」
と
記
載
す
る

だ
け
で
延
長
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
４
月
15

日
を
過
ぎ
て
し
ま

う
場
合
は
、
「
災

害
に
よ
る
申
告
、

納
付
等
の
期
限
延
長
申
請
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

経
理
処
理
と
確
定
申
告

は
本
人
の
判
断
と
責
任
に

お
い
て
行
い
ま
し
ょ
う

経
理
処
理
と
確
定
申
告
の
基

本
は
、
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
・

自
主
申
告
で
す
。
売
上
げ
や
経

費
の
確
定
、
計
算
結
果
の
判
断

と
責
任
、
申
告
額
の
確
認
、
申

告
行
為
な
ど
、
す
べ
て
本
人
が

行
う
も
の
で
す
。

２
月
16
日
に
開
会
さ
れ
て
い

る
第
１
回
都
議
会
定
例
会
で
、

「
都
立
・
公
社
病
院
廃
止
条
例

案
」
と
都
立
・
公
社
病
院
の
独

法
化
に
伴
っ
て
新
設
す
る
「
都

立
病
院
機
構
の
中
期
目
標
」
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
中
に

都
立
病
院
廃
止
条
例
案
が
都
議

会
で
可
決
さ
れ
そ
う
な
状
況
で

す
。
 

都
立
病
院
は
高
度
救
急
や
周

産
期
医
療
、
小
児
医
療
、
精
神

科
救
急
、
感
染
症
対
策
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
行
政
的
医
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
然
そ
れ

ら
は
不
採
算
（
赤
字
）
医
療
で
、

民
間
病
院
で
は
行
わ
れ
な
い
医

療
で
す
。
ま
た
安
価
な
ベ
ッ
ド

代
で
入
院
す
る
こ
と
が
出
来
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
医
師
や
看
護

師
の
待
遇
も
安
定
し
て
い
る
都

立
・
公
社
病
院
は
、
ひ
と
た
び

独
法
化
す
れ
ば
経
営
を
維
持
す

る
こ
と
は
困
難
で
、
今
ま
で
身

近
に
受
け
る
事
が
出
来
た
医
療

は
、
富
裕
層
に
し
か
手
の
届
か

な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。
 

東
京
土
建
は
都
民
の
医
療
を

守
る
た
め
に
、
独
法
化
に
反
対

し
、
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

し ん じ ゅ く２０２２年３月１０日(木曜日) 第７２５号

（３）

２月４日から事業復活支援金

ページを特設ページにて公開し

ています。適宜、「組合員の声」

を追加しながら、補強していき

ます。こちらの画像を読み込ん

でご確認ください。

ホームページトップページバナー

ＱＲコード

http://www.tokyo-doken.or.jp/special/jigyou_fukkatsu/

新型コロナウイルスによる申告・納付期限延長申請

【所得税申告書の記載例】



去
年
種
を
ま
い
た

花
が
つ
ぼ
み
を
た
く

さ
ん
も
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
大
切
に
育
て

る
と
花
も
答
え
て
く

れ
る
の
で
す
ね
。
咲

く
の
が
楽
し
み
で
す
。

こ
ん
な
時
期
だ
か
ら

す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤

寿
美
】

通
勤
時
に
袴
姿
の

女
学
生
を
見
ま
し
た
。

卒
業
の
時
期
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
と

は
思
い
ま
す
が
、
新

た
な
門
出
を
迎
え
た

皆
様
の
前
途
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
。

【
高
田
馬
場
分
会

千
田

薫
】

毎
年
梅
の
盆
栽
を

育
て
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
る
の
で
す
が
、

今
年
も
や
っ
と
花
が
開
き
は
じ
め

ま
し
た
。
眼
で
紅
白
を
、
鼻
で
香

り
を
楽
し
み
な
が
ら
眺

め
て
い
ま
す
。
夜
明
け

も
早
く
な
り
は
じ
め
、

春
本
番
も
あ
と
少
し
か

な
あ
～
!!

♪
♪
春
よ
来
い
、

早
く
来
い
♪
♪

【
新
都
心
分
会

東
山

連
子
】

三
寒
四
温
を
経
て
身

を
切
る
寒
さ
も
和
ら
い

で
き
た
気
が
し
ま
す
。

『
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
』
と
は
申
し
ま
す
が
、

春
分
の
日
ま
で
寒
さ
が

続
く
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

連
日
暖
か
い
で
す
ね
。

満
ち
足
り
た
気
分
で
春

を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

［
記
事
賞
］

余
丁
町
分
会
 
夏
堀
航
さ
ん

８
月
号
に
法
定
福
利
費
学
習
会

に
つ
い
て
、
大
変
分
か
り
や
す
く

丁
寧
な
記
事
を
寄
稿
し
て
く
れ
ま

し
た
。

［
写
真
賞
］

四
谷
分
会
 
三
浦
弘
さ
ん

昨
年
５
月
の
四
谷
分
会
の
畑
作

業
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
息
の

詰
ま
る
中
、
清
涼
剤
と
な
る
穏
や

か
な
日
差
し
と
、
種
を
植
え
て
い

る
人
の
遠
景
写
真
を
投
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

［
お
便
り
（
身
近
な
出
来
事
）

最
多
投
稿
賞
（
12
）
］

神
楽
坂
分
会
 
富
澤
壽
美
さ
ん

（
富
澤
益
夫
さ
ん
ご
家
族
）

そ
の
他
、
ご
多
忙
の
中
快
く
ご

寄
稿
い
た
だ
い
た
新
宿
支
部
の
み

な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京

土
建
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
「
し
ん
じ
ゅ

く
」
は
、
み
ご

と

「

入

選

」

（
「
機
関
紙
賞
」

→
「
特
選
」
に
次

ぐ
賞
）
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
第
25
回
全

建
総
連
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
が
１
月
31

日
（
月
）
、
２

月
２
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
、

「
し
ん
じ
ゅ
く
」

は
１
４
４
誌
の

応
募
中
、
見
事

「
奨
励
賞
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

し ん じ ゅ く２０２２年３月１０日(木曜日) 第７２５号

（５）

「
70
才
以
上
で
組
合
員
歴
30
年
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
と
「
75
才
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

●まちがい箇所を丸

印で示し、支部まで

送ってください。は

がき・ファクス・メー

ルで。分会・住所・

氏名を（家族の方は

組合員の氏名も）書

いて下さい。余白に

は新聞の感想や身近

なできごとを「必ず」

添えてください。

（未記載は抽選対象外）
●宛先：

〒１６９―００７４
新宿区北新宿

４―３３―９

東京土建新宿支部
●正解者の中から１

０名に抽選で図書カー

ドをプレゼント。

●〆切：

３月２５日（金）

アスベストに関わる症状でご心配な方は「毎月最終火曜日午
前中は芝診療所しばしん土建検診デー」を是非ご利用ください。
引き続き、ご無理はなさらずに慎重に来院をご検討ください。

２
月
21
日
（
月
）
今
年
も
教
宣
の
夕
べ
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
で
短
時
間
で
開
催
し
、
表
彰
者
、
書
記
を
含
む
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

入賞された皆様

■4



ご入学おめでとうございます！ 

組合事務所閉所について 
下記日程で、事務所を閉めさせていただきます。 

・4月 1日(金)と 4月 28日(木)午後 書記局会議 

※ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力

下さいます様何卒よろしくお願いいたします。 

 

一人で 100筆集める“チャレンジャー”登録も

国交省「こどもみらい住宅支援事業」 
［新築］子(中学生以下)育て世帯か若者(39才以下)

夫婦世帯、省エネ性能等に応じて 60～100万円 

［リフォーム］世帯を問わず、工事の内容や属

性に応じて 5～最大 60万円 

事前に、事業者登録をしている事業者と本事業

実施規約を含む契約締結後に工事着工が必須。 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

3 月 18 日（金）  ／  4 月 19 日（火） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No391 号（2022 年 3 月 10 日）  東京土建新宿支部 

アスベスト新署名にご協力お願いします 
建設アスベスト訴訟の最高裁判決を受け、国が

拠出する「建設アスベスト補償基金」制度が創設・

運用開始しています。そこで、建材製造企業の参

加を求める新たな国会議員署名に取り組みます。 

「働き方アンケート」で状況・要望をお聞

かせください 2/26～4/30 

 
 

 

消費税「インボイス制度」 

インボイス制度（適格請求書等保存方式）の

事業者登録が昨年 10月から始まっていますが、

急いで事業者登録をせずに、制度の内容を周知

の上、実態に即した対応を。※組合へご相談を。 

2022年度の東京土建国保料について 
どの保険料区分の方も国保料部分は実質据え置

き、介護保険料(40才以上 65才未満の被保険者)

は 200円引上げとなります。国保組合を取り巻く

情勢には厳しいものがあります。しかし、コロナ

感染拡大と資材高騰等により、仲間の仕事と生活

が危機にさらされている状況下、保険料の引き上

げを抑える検討がされたものです。※詳しくは、

本部「けんせつ」3月 10日号をご参照下さい。 

健診 2021年度に未受診の組合員・家族は、 

2022年 3月までに、ぜひご受診ください。 

労働保険(労災・雇用)年度更新受付 
☆時間帯はいずれも 10：00～15：00です。 

[一人親方] 

①3月 23日(水) ②3月 24日(木) 

③3月 25日(金) 

 夜間受付：3月 24日(木)18：00～20：00 

［事業所］ 

①4月 12日(火)②13日(水)③14日(木) 

④4月 19日(火)⑤20日(水)⑥21日(木) 

⑦5月 10日(火)⑧11日(水)⑨12日(木) 

☆事務委託をされている組合員・事業所へは

個別に案内を発送いたします。郵送でのお手

続きも可能です。※内容に関するお問い合わ

せはご連絡をお願いします。 

どけん共済会発行冊子『ＤーＬＩＦＥ』 

どけん共済会の HP上に電子書籍公開中です 

https://www.tokyo-dokenkyosaikai.jp/d-life 

※3月号はドローン特集、ぜひご覧ください。 

入社・退社など年度末・年度初めのお手続

きはお早めにご連絡をお願いします 
各役所（年金事務所・ハローワーク・労働基準

監督署など）も東京土建国保組合も手続きの量が

増える時期です。健康保険証や離職票の発行に時

間がかかる場合がありますので、ご了承ください。 

また、お決まりの件がございましたら、お早め

にご連絡をお願いします。 

「入社手続依頼書」「退社手続依頼書」をＦＡ

Ｘにてご連絡を。 

※ご不明な点は随時お問い合わせ下さい。 

こころカラダの健康サポート 24(けんさぽ 24) 

東京土建国保が、組合員と家族

を対象に、24時間の健康相談・メ

ンタルヘルスカウンセリングの

事業を外部専門機関と提携する

形でスタート。0120-201-099 

(5)

https://www.tokyo-dokenkyosaikai.jp/d-life


群会議の話題版

申込・問合せ先 新宿支部 電話03-3362-2161

受講料 受講資格／対象 内　　　容

1 次回１０月予定

  ５ /１７～１８（火水）
　技術研修センター(池袋)
  ６ /２１～２２(火水）
　技術研修センター（池袋）

  ７ /１３～１４（水木）
　技術研修センター（池袋）

  ７ /２６～２７（火水）
　技術研修センター（池袋）

6  次回未定

  ５ /２４～２６（火水木）
　技術研修センター（池袋）

  ５ /１８～１９（水木）
　技術研修センター（池袋）

  ４ /２１～２２（木金） 次回６月予定

　杉並支部会館※締め切りになりました
  ６ /２７～２９（月火水）
　技術研修センター（池袋）

  ６ /８～９（水木）
　技術研修センター（池袋）

　　　　①技術研修センター（池袋） 　　②技術研修センター（池袋）

  ４ /２８（木）
　　技術研修センター（池袋）

  ６ /３０（木）
　技術研修センタ－（池袋）

　　①  ４ /１２（火）  ②  ５ /２５（水）
　　　　①技術研修センター（池袋） 　　②技術研修センター（池袋）

　　①  ５ /２０（金）　　②  ５ /３１（火）　　➂  ６ /３０（木）

  ７ /５（火）
　技術研修センター（池袋）

  ６ /８（水）
　技術研修センター（池袋）

57
  ６ /９～１０(木金) ２日間 　　　　　
　　　　技術研修センター(池袋)

低圧電気特別教育修了者（※修了証添付）

  ６ /８～１０（水木金）３日間

　技術研修センター（池袋）

20 次回未定

  ４ /２８（木）
　技術研修センター（池袋）

  ① ４ /１９（火）午後   ② ６ /１４（火）午後

 　①技術研修センター（池袋） 　 ②技術センター（池袋）

  ① ４ /２０（水）   ② ６ /１５（水）
 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

  ① ４ /２１（木）   ② ６ /１６（木）
 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

 ①  ４ /２１（木）午後  ②  ６ /１６（木）午後

 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

 ①  ４ /２１（木）  ②  ６ /１６（木）

 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

 ①  ４ /２０（水）～４ /２１（木）  ②  ６ /１５（水）～６ /１６（木）

 　①技術研修センター（池袋）  　②技術研修センター（池袋）

 ①  ４ /１９（火）～４ /２１（木）  ②  ６ /１４（火）～６ /１６（木）

　①技術研修センター（池袋） 　②技術研修センター（池袋）

27 次回未定

28 次回未定

 ５ /２０～２２（金土日）

　西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

次回６月頃予定

13 次回７月予定　（機体重量3t以上）
整地・運搬・積込・掘削
用機械の運転

80 次回７月予定　（機体重量3t以上）

26 次回６月予定

32 ６/２３～１０月中旬　(6/23開講式･木曜10回･日曜8回･合計18回)予定

34

36

15歳以上

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　

① ４ /７～８（木金）　　　　　　　② ５ /１０～１１（火水）

18歳以上

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部
を実施、「足場」「熱中症」２つの特別教育も取得できる割引コー
ス

作業主任者講習修了者はおおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

18歳以上

足場作業主任修了者
※修了証添付

いずれも技術研修センター（池袋）

  ４ /１４～１６(木金土)  　　　　　　　　　　　　　次回７月予定

車両系建設機械
（整地等）技能講習

１級建築施工管理技士

受験準備 一次講座

　1日目、2日目技術研修センタ―（池袋）、３日目足立支部会館

高所作業車
外
部

フォ－クリフト
小型車両系建設機械特別教育修了後、実務経験
3～6ヶ月

車両系建設機械
(解体)技能講習

溶
接

21

56

ガス溶接

ロープ高所作業

電動工具安全取扱

セットコース

特
別
教
育
な
ど

25

丸のこ・熱中症
セットコース

特定化学物質

18 酸欠・硫化水素
特別教育

低圧電気・巻上機
セットコース

巻上げ機

22

49

50

43

7

8

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
の工作物の解体等

10

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

アーク溶接

19

石綿・電動工具
セットコース

24

低圧電気

23

自由研削砥石

建
設
機
械

11

足場特別教育

玉 掛

酸欠・硫化水素

熱中症

振動工具・刈払機

48

15

12

講
座

 ４月１０日（日）１７日（日）２４日（日）５月８日（日）１５日（日）の５日間　
　９時～１７時　技術研修センター（池袋）

第二種電気工事士
受験準備 筆記講座

12Hｺｰｽ：小型移動式クレーン運転技能講習修了者
 ４ /２１～２２（木金）※アイチ主催　アイチ立川教習所（立川市）

管理建築士講習

３年度ごとに受講義務

MOSエクセル　　　
　アソシエイト講座

P
C

管理建築士になる方　　４/２２（金）技術研修センタ－

◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合がありますのでご承知おき下さい◆

建築士定期講習

青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は特別教育修了者に限る)。外部講習は組合受付に限る。

① ３/１６（水）けんせつプラザ神奈川（東神奈川）　　　② ３/２９（火）技術研修センタ―専
用

小型移動式クレーン

整地技能講習修了者

※二次のみの場合は日曜午後5回予定（7月～10月中旬）35,000円

動力により駆動される巻上げ機（ウインチ）の運転。仮設電
源で必要な「低圧電気」との、セット割引コース

14Hｺｰｽ：自動車免許（普・中・大）所持者

つり上げ荷重5ｔ未満の
移動式ｸﾚｰﾝ運転

18歳以上

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

18歳以上

18歳以上

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要

18歳以上

18歳以上

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕
事の連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教育。
リスクアセスメント教育も実施します

国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難
な場合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式
作業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

18歳以上

丸のこ盤・かんな盤等を5台以上有する作業場での作業

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立
て(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

20歳以
上が相応
しい

経験
３年以上

有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝや塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

建築物等の鉄骨
の組立て等

2

木造の組立て等

5

※2015年7月以降の経験は                   
                          特別教育修了証の添

付が必要です

今月の講習会募集【組合員向け案内】

4
経験
３年以上

18歳以降の
経験３年以上

軒高さ5m以上の木造の組立・下地・建具枠の取付作業

足場
の組立て等

2022年3月
東京土建一般労働組合　技術対策部

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持参します。　※締切は２週間前（締切
後は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保険助成金は申込前に支部へご相談ください。

日　程　（開始９時～または８時30分～）

高さ5m以上の鉄骨の組立て・解体の作業

型枠支保工
の組立て等

講習番号と講習名

作
業
主
任
者
（

共

済

・

資

格

取

得

祝

金

対

象
）

9

高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊

木材加工用機械

3

経験
３年以上

ｺﾝｸﾘ打設に用いる型枠支保工の組立て・解体作業

建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作
業

暗渠・マンホール・槽・ピットなど酸素欠乏症や硫化水素中
毒にかかるおそれのある場所での作業

18歳以上

18歳以上

18歳以上

つり足場、または高さ５m以上の構造の足場の組立・　
　　　　解体・変更の作業

経験
３年以上

有機溶剤

石  綿

防水材などに含まれる特定化学物質を扱う作業。2021年4月より「溶接
ヒューム」も特定化学物質に追加され、ア－ク溶接をする作業所でも特定
化学物質主任者を選出することが必要となります。

18歳以上

職長・安全衛生責任者教育
(RA含)修了者 ※修了証添付

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特
別教育を同時に取得できる、セット割引コース

石綿特別教育

18歳以上

18歳以上

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必
要なことから、予防教育を行ないます

18歳以上

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業
に従事する労働者は、作業前に受講が必要

フルハ－ネス　　　　
　特別教育

ビルの外装清掃・のり面保護工事・屋根工事・板金工事な
どでロープを使用する作業（実技あり）

振動工具と刈払機の教育を一日で同時に実施

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育18歳以上

暗渠・槽・ピット等、酸素欠乏症や硫化水素中毒のおそれ
のある場所での作業に必要

職
長

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

新入職者教育  　７ /１２～１３（火水） 技術研修センタ－（池袋）

17

44

足場作業主任者

能力向上教育

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

18歳以上58

16

丸のこ
丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多
いため、正しい知識を基本から学びます

18歳以上

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つ
セット割引コース。改修工事は石綿も必要となります

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの
割引コース

18歳以上

ﾐﾆﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ・ﾐﾆｼｮﾍﾞﾙ等の小型車両系建設機械

つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

５月１４日（土）２１日（土）２８日（土）６月４日（土）１１日（土）の５日間　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時３０分～午後３時３０分　技術研修
センタ－（池袋）

使用ソフトは、マイクロソフトオフィス２０１９です。基本から
学習しますので初心者でも参加できます。エクセルを理解
し受験までに自己学習できるレベルを目指します

小型車両系特別教育

筆記試験に合格するための講座。事前に上期試験の受験申込を済
ませた方。下期試験に向けて準備している方も受講できます。

 ４ /３～６ /９　技術研修センター（池袋）
  毎週木曜夜６時半～（９回、5/5除く）と日曜９時半～（６回、5/1除く）

対象は２級合格者または同レベルの知識がある方で、事前に受験申
込を済ませた方（二次講座８～10月予定）

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お問い合
わせくださ

い

２級建築施工管理技士

(６)



新宿支部総合日程表 ※⑩は10時の意味です 【20220302】

17 支部のとりくみ 分会 本部・各団体、全国・全都行動などのとりくみ

8 火
執行委員⇒終了後に本部大会代議員
会議（四役・常任）

9 水 【5】確定申告相談会⑩～⑫と⑬～⑯

10 木
大久保分執
高田馬場分執

最賃1500円実現新宿アピールデモ⑱（新宿東口アルタ前）（1％）

11 金 ことぶき会役員会⑰

新都心分執（支部会館4階）
四谷分会執＆分会総会⑲ ３．１３重税反対中央各界代表者集会⑩（衆議院第２議員会館・第１会議室）

（支部1人・1号）
3・13重税反対統一行動⑪50集合⑫開会（新宿西口アルタ前）
総がかり行動実行委員会「ロシア侵略戦争の即時中止、ウクライナから撤退
を0311新宿アクション」⑱（新宿中央公園）（支部2人）

12 土
落合西分執
余丁町分執

13 日
フルハーネス特別教育（渋谷支部会館）
（粂・秋山・川江）

14 月
東京社保協・中央社保協  社会保障拡充巣鴨宣伝⑫～⑬（巣鴨駅前）（支部
1人・1号）

15 火
神楽坂分執＆分会総会⑱30（支部4階）

３・１５都立・公社病院の独法化中止、『廃止条例案』撤回を求める都議会包
囲大抗議集会⑫30（東京都庁第一本庁舎前歩道）（支部10人）（分会1％）

16 水
みんなの会事務局会議⑨30（と京法律事務所）（大槻）
東京都連：公的年金、国民年金基金学習会⑬30（全建総連会館）（社会保障
部長・担当書記）（関口）

17 木
直属・事業所保険証発送日
アスベスト宣伝⑯～⑰（大久保駅）

新都心分会総会⑱受付⑱30開会（支部4階）
高田馬場分会総会⑲（支部会館2階）
余丁町分会総会⑱（住吉町生涯学習会館）

18 金

滞納報告日
法律相談⑬30～⑯
住宅センター・設計者の会総会⑲
保険証更新説明会（仮）

本部専従役員会議

19 土
大久保分会総会⑱30（戸山ハイツ）

総がかり行動⑭（衆議院第２議員会館付近）（支部３人・１号）

20 日 本部第75回定期大会（都内通い）専門部討議⇒中止

21 月 本部第75回定期大会（西部ブロックは連合会館）⑩（四役）

22 火

会派・議員要請行動⑨～⑩（区役所）
（四役から代表で）
区議会福祉健康委員会傍聴行動⑩～
国保条例改定（分会1％）
納入日
第2回大会準備委員会兼選挙管理委員
会⑱～⑲
住宅デー実行委員会⑲
社保・税対合同部会

主任書記会議AM
東京都連第４5回住宅デー活動者会議」⑬30～⑰（WEB併用）（部長・担当書
記）（影山・川江）

23 水

［1］労働保険年更(一人親方)⑩～⑮
区議会福祉健康委員会傍聴行動⑩～
アスベスト陳情審査（分会1％）
区役所ロビー相談会⑬～⑯（担当：新宿
支部）
賃金・労働合同部会

東京土建独自国会議員要請行動⑫15（衆議院第２会館前歩道）（支部2人・1
号）
みんなの会署名宣伝行動⑱（新宿駅西口）（分会1％）

24 木
［2］労働保険年更(一人親方)⑩～⑮+夜
間⑱～⑳

本部常任会議
改憲（国民投票）策動の阻止に向けた憲法学習決起集会⑲（各支部会館か
らWEB参加）（支部5人まで本部負担）（分会1％）

25 金
［3］労働保険年更(一人親方)⑩～⑮
青年部大会⑳

新宿社保協宣伝⑯早稲田サントク前
全建総連全国統一賃金宣伝（５０周年）（新宿西口）⑯30（城北支部から各2
人）

26 土 さよなら原発全国集会⇒延期4/16
27 日

28 月
外部監査⑬30
内部監査⑯～⑰

春の拡大月間支部呼び出し会議⑬30（達成困難支部と実増手痛い支部）

29 火
全建総連主催CCUS全国研修会⑬30～⑯30（WEB会議）
第１回労働報酬審議委員会⑭（WEB）（角谷）

30 水
［予備日］労働保険年更(一人親方)⑩～
⑮

新入書記まとめ研修⑬（川江・青曽）
本部大会準備委員会・総括会議⑲（準備委員・議長）

31 木

1 金 書記局会議PM（事務所閉鎖）
中執
新宿社保協総会（支部会館）⑱30（WEB併用開催）

2 土
3 日
4 月 書記・専従会議
5 火 四役・常任会議

6 水
東京土建独自国会議員要請行動⑫15（衆議院第２会館前歩道）（支部2人・1
号）

7 木 執行委員会 第１回組織部会

３月：
2022年

４月：

(7)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手ぶらで楽チン！海上釣り堀で釣りデビュー。網代（あじろ）温泉は熱海の奥座敷として知られていま

す。 

網代ひもの銀座の向かい側（網代漁港内）に釣りの東海があります。 

遠く熱海の街並みや大海原を眺めながらの海釣りは爽快。 

日時 2022 年 5 月 22 日(日)7：00～18：00 

7：00新宿駅西口→首都高・東名高速を経由して平塚 PA(休憩)→9：40網代港(渡船にて、海上

筏の釣り堀 90 分釣りをします)→11：50 レストラン藤哲(昼食・海産物買い物)→14：20 鈴廣

かまぼこ江の浦店(休憩・買い物)→東名高速・首都高を経由して 18：00新宿駅西口 

集合場所 新宿駅西口 工学院大学前 6:45 分までに集合をお願い致します。 

場所 網代港 いかだ釣りの東海 

参加費 大人 3,000 円 中学生以下 1,000 円 3 歳以下無料 

先着 40 人迄です！ 

  氏   名 年 齢 電 話 番 号 

1       

2       

3       

ご参加希望の方は、下記にお名前をお書きの上、支部まで FAX03-3362-2289 

もしくは「5/22 筏釣り参加希望」とタイトルをつけて支部のメールアドレス 

shinjuku@tokyo-doken.or.jpまでお名前と連絡先、事業所所属の方は事業所 

名を記載したものをお送りください※後継者世代(50才位まで)の方が参加対象です。 

 

 

(８)

mailto:shinjuku@tokyo-doken.or.jp

